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j おめでとう ;
; 小学t年生 ;

新
入
生
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
、
ご
入

学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
重

信
町
内
小

学
校
へ
の

新
入
児
(
昭
和
六
十

三
年
四
月

二

日
か
ら
平
成
元
年
四
月

一
日
生
ま

れ
)
は
、
二
百
五
十
六
人
で
す

。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
で
、
下
記

の
名
簿
に
漏
れ
て
い
た
り
、
病
気

や
そ
の
他
の
理
由
で
就
学
猶
予
の

申
請
を
す
る
方
、

二
月

一
日
以
降

に
転
入
し
た
方
で
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
な
い
方
は
、
重
信

町
教
育

委
員
会
、
教
務
課
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

(包
六
四
ー

一
五
O
O
)

な
お
、
こ
の
名
簿
は
平
成
七
年

一
一月

一
日
現
在
で
作
成
し
、
生
年

月
日
の
順
で
記
載
し
て
い
ま
す

。
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都一
月
三
十
日
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
重
信
町
ミ

ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

当

日
は
、
仮
入
会
者
九
十

一
名

の
う
ち
七
十
五
名
の
方
々
の
出
席

が
あ
り
、
規
約
、

事
業
計
画
、

役

員
の
選
出
・

選
任
等
の
議
事
を
行

い
ま
し
た

。

な
お
、
総
会
に
お
い
て
、
選
出

さ
れ
た
役
員
は

左
記
の

皆
さ
ん
で

す
。

会
長

副
会
長

副
会
長

理

事

理
事

埋

事

理
事

理

事

理
事

監
事

監

事

相
原
茂
(
西
岡
)

松
田
八
郎
(

北
野
田
)

永
井
亀

二
郎
(
下
林
)

山
木
栄
典
(
横
河
原
)

河
原
滋
人
(
志
津

川
)

角
田
綱
義
(
見

奈
良
)

小
松

知日
(
田

窪
)

菅
原
務

(
上
林
)

岩
田
至
(
上

村
)

大
西
専
(
田
窪
)

佐
伯
博

一
(下

林
)

. 3 ・2qιけれ.3;

Q
1

・
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
は
?

A
-

町
内
の
高
齢
者
が
会
員
と
な

リ
自

主
的
に
運

営
す
る
営

利
を

目

的
と
し
な
い
公
益
団
体
で
す

0

・

セ

ン
タ
ー
が
、
発
注
者

の
皆

さ
ん
か
ら
請
負
し
た
仕
事
を
全

員
に
提
供
し
、
全
員
は
責

任
を

も
っ
て
そ
の
仕
事
を
完
成
さ
せ

ま
す

。

・

全
員
は

、

全
員
保
険
に
加
入

し
就
業
上
の
災
害

・

事
故
に
対

処
し
ま
す

。

Q
2

・
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
し
く
み
は
?

A
-

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ

ー
の
し

く
み
は
、
左

記
の
よ
う

に
な
り
ま
す

。

受注から完了までの流れ

屋空呂
田〈仕事の依頼>.1 '¥ 
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図(仕事の紹介・仕事の引き受け)

Q
3

・
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
ど
ん
な
仕
事
を
扱
う
の

か
?
・

A
-

一切
定
の

技
術
を
も

っ

た
全
員

に
よ
る
庭
木
や
盆
栽
の
手
入
れ
、

広
い
場
所
・

家
庭
の
庭
の
除
草

や
清
掃
、
{処
名
世一回
き
、
調
査
の

集
計
や
伝
票
整
理
な
ど
企
業
内

の
事
務
仕
事
、
ベ
テ
ラ
ン

主
婦

の
会
員
に
よ
る
調
理
・

洗
濯
・

掃
除
等
家
庭
内

の
仕
事
、
棚
の

取
り
付
け
等
簡
単

な
大
工

仕
事

な
ど
で
す
。

Q
4

・

ミ
ニ
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
い
つ
か
ら
仕

事
を
始
め

る
か
?
・

A

-

凶
月
に

事
業
を
開
始
す
る
予

定
で
す

。

い
。

ミ

ニ
シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン

タ
ー

で
は

、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ミ

ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ

ー
に

関
す
る
お
問
い
合
せ
は

左
記
ま
で
。

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

宮
六
四
l

一
五
九
七

内
申
よ
J

ふ
けO
由2
4
ふ
や

ふ
O

Q
γ
J
?
oヤ
‘
。
唱。
キ
宇
品
、

3

申
う
や
争
十

3

ゅ
よ
よ

J

a

や
や
今
寺
内
や
や

十

J
E

震
』
ヘ
晶
F
E
動
F
B
本
竜
程
度
差
問

a
J

令

。

a
a
創
副m
.
4
J噌
唱
固
M
噌
司
直
ロ
h
M
r冨
F
掘
削
畠
田
町
，q
目
W
色
紙

4AO 

M
愛
媛
大学
医
学部
で
は
、
左
許
可

書
の
交付
を
受
け
て
い

い

や
記
の
と
お
り
地
域
の
方
々
に
体
な
い
場
合
は
使
用
で
き
ま
せ

-
中

川
育
施
設
を
開
欣
し
ま
す

。

ん

。
時

ふ

た
た

し
、
学
生
の
課

外
活
動
窓
円
は
、
医

学
部
学
務
課
第

や

ム
ヤ等
の
使
用
日
は
除
き
ま
す

。
-

一
学
務係
で
す

。
+

4。

記

包
六
回
l

五

一
一
一
間

斗

U
I施
設
名

運
動
場
及
び
テ

ニ
ス

使
用
料

運
動
場
(
全
面
二
時

吋

キ

コ
ー
ト
(
ク
レ
ー
四
面
)
間
約
千

八
百
円

ム
?

?

所
在
地

重
信
町
大
字
志
津
川

テ

ニ
ス
コ
ー

ト

一
面

一
時

令

ル
愛
媛
大
学
医
学
部
構
内
間
約
九
十
五
円

M

J
 や

使
用
日
時

四
月

一
日
以
降
の

そ
の
他

'
ザ

ゃ

毎
日
曜
日
及
び

祝
日
(
年
末

・

開
放
す
る

施
設
は
、
学
性
の

十

仏
、
年
始

(十
二
月
二
十
九
日
課
外
活
動
用
及

び
患
者
の
リ

中

←
i

一
月

三
日
)
の
期
間
を
除
ハ
ビ
リ
用
に
設
置
し
た
も
の

い
。

+

く

J
の
九
時
1

十
七
時

で
あ
り
、
開
放
を
目

的
と
し

寸

十
使
用
で
き
る
団
体
(
者
)

重
信

た
施
設
で
は
な
い

の
で
、
設

咋

村
町
教
育
委
員
会
、
体
育

協
会
備
及
び
整
備
も

十

分
で
は
あ

付

や

及
び
公
民
館

等
の
公
共
団
体
り
ま
せ

ん

。
千

円

が
主
催
す
る
テ
ニ
ス
大
会

等

・
使
用
中
に

生
じ
た

一
切
の
事

ゆ

村
に
使
用
す

る
団

体
(
者
)
故
に

つ
い
て
は
、
使
用
者
の

叫

す
使
用
方
法

使
用
予
定
日
の
十

責
任
と
し
、
本
学
は
そ
の
責

十

や

回
目
前
ま
で
に
あ

ら
か
じ
め
を
負
い
ま
せ
ん

。
や

i
 

M
使
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
確

・
建
物
内
へ
は
無
断
で
立
ち
入

れ

キ

認
の
上
、
国
有
財
産
臨
時
便
ら
な
い
で

く

だ
さ
い

。
キ

キ

用
願
(
胆
当

係
備
え
付
け
)
を

・

運
動
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

令

。
2ザ

教
育
委
員
会
、
体
育
協
会
及
周
辺
へ
の
自
動
車

の
乗
入
れ

十

十

び
公
民
館
等
の
公
共
団
体
を
及
び
駐

車
は
で

き
ま
せ
ん

。

中

や

経
由
し
て
提
出
し
、
許
可

書

中

村
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

吋。
吋

J
。

J
C
O
蜘o
o
Tーす
の
令
や
や
oす
ふ
り0
?
?
向'町
内
令4
や
や
寺
、
令
V
T寺
dす
や
ふ
み
4

ぺ
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三
月
十
五
日
ま
で

平
成
六
年
分
の
所
得

税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
附
か
ら
三

月
十
五
日
附
ま
で
で
す
。
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早

め
に
お
済
ま
せ
下
さ
い

。

平
成
六

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に

は
、
「

特
別
減
税
額
」
欄
が
設
け
て

あ
り
ま
す
の
で
、
特
別
減
税
額
の

控
除
漏
れ
や
計
算
誤
り
が
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
用
紙
は
、
役
場

に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い

。

(
確
定
申
告
の
必
要
な
人

)

次
の
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不

動
産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土

地
や

建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平

成
六
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る

人

申
t:C 

と
納
税

②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の

年
収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人

や
、
給
与
所
得

・

退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

二
十
万

円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人

贈
与
税

三
月
十
五
日
ま
で

平
成
六
年
中
に
、
個

人
か
ら
贈

与
を
受
け
た
財
産
の
合
計
額
が
六

十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

二
月

一
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
に
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す

。

消
費
税

三
月
三
十
一
日
ま
で

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告

と
納
税
は
、

一
月
一
日
か
ら

三
月

三
十

一
日
幽
ま
で
で
す
。

-
期
限
ま
で
に
申

告
や
納
付
を
し

な
か
っ
た
場
合
は
、

加
算
税
や
延

滞
税
な
ど
、
余
分
な
負
担
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
く

お
早
め
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て

下
さ
い
。
申
告
や
納
税
の
手
続
き

等
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
点
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
問
い
合
せ
下

支
」
い
。

松
山

税
務
署
岱
四

一
|

九

三

二

は
お
早
め
に

F 

町
県
民
税

三
月
十
五
日
ま
で

町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
平
成

六
年
中
の
所
得
を
平
成
七
年

一
月

一
日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
期
限
は
、
三
月
十
五
日
で
す

。

ま
た
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の

申
告
は

必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
期
間
変
更

平
成
七
年
度
は
地
方
税
法
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
る
の
で

、

前
年
度
と
同
様
、
縦
覧
期
間
が

一
月
遅
れ
の
四
月

一
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間

四
月

一
日
か
ら

二
十
日
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
(
土
、
日
は
除
く
)

マ
ふ
ホ
ー
ル

デ
ザ
イ
ふ
決
定

下
水
道
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、

二
百
十

一
点
の
応
募
か
あ
り

ま
し
た
。

審
査
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果

左
記
の
方
々
が
各
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た

。

御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

最
優
秀

藤
田
順
二
樋
口

・

高
校

一
年
)

優

秀

ご
般

・

高
校
生
)

高
須
賀
香
苗
(
上
林
・

高
校
三
年
)

森
正
春
(
田
窪

・

一
般
)

(
中
学
生
)

藤
田
陽
平
(
樋
口

・

中
学
三
年
)

上
野
義
智
(
牛
洲

・

中
学

一
年
)

企採用された藤田順一君の作品

重信町を象徴するいちごと菊とどてかぼちゃを

デザイン。 子どもを入れること によって活気あふ

れる町をイメージしているそうです二

4 月 から上林地区で見られる予定で丈

(
小
学
生
)

野
中
麻
未
(
下
林

・

持
芯
小
四
年
)

上
野
義
仁
平
洲
・

車
昇
小
三
年
)

佳
作

(
一
般
・

高
校
生
)

森
善
士
郎
(
松
山
市

・
高
校

一
年
)

酒
井
あ
け
み
(
横
河
原

・

一
般
)

山
之
内
精

二
(
松
山
市・

一
般
)

(
中
学
生
)

野
中
悟
郎
(
下
林

・
中
学
三
年
)

山

本
志
乃
(
田
窪

・
中
学
二
年
)

大
野
菜
穂
(
横
河
原
・
中
学

一
年
)

(小
学
生
)

小
野
弘

喜
一
回
窪・
刷
出
井
小
五
年
)

森
友
彦
(
ト
し
林

・
上
林
小

一
年
)

大
森
麻
衣
(
下
林

・

搾
芯
小
間
年
)



奪金手 帳

: 社会信長険 IT

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者

・

学

生
な
ど
第
一
号
被
保
険
者
及
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

カ

皆
さ
ん
が
将
来
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、

加
入
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
き
ち

ん
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す

。

納
め
な
い
ま
ま
で
放
っ
て
お
く

と
、
老
後
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

万
一
の
場
合
に
も
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「

保
険
料
を
か
け
て
も
:
・
」
と

か

「

今
の
う
ち
か
ら
老
後
の
蓄
え

な
ん
か
:
・
L
と

言
わ
ず
、
家
族
の

1 5 ・2zιけれふ-J

将
来
を
考
え
て
納
め
忘
れ
の
あ
る

保
険
料
は
今
す
く
納
め
ま
し
ょ
う

0

・
四
月
か
ら
一
万
一
千
七
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月

か
ら
一
万
一
千
七
百
円
に
な
り
ま

す
。

-
保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
前
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
有
利
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
何
か
と
忙
し

い
方
に
は
、
子
聞
が
省
け
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

-
保
険
料
の
口
座
振
替

あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
か
ら
、
毎
月
、
自
動
的
に
払
い

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す

。

-
納
付
組
織
の
利
用

納
税
組
合
な
ど
地
域
の
納
付
組

織
に
加
入
す
る
と
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
謀
の
国

民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

一ロ
間
同
い
作L
b

一

一
悶
醐
町
場…

r
-
4
4
4
・
4
6
4
9
4
・4
1
4
4
4
9
4
9
4
6
4
‘
4
4』

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
方
が
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
は
、
国
民
年
金
第

三
号
被
保

険
者
と
し
て
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
な
く
年
金
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

そ
の
た
め
に
、
種
別
変
更
届

・

種
別
確
認
届
を
提
出
す
る
手
続
き

が
必
要
で
す

。

今
ま
で
は

二
年
を
超
え
た
分
に

つ
い
て
加
入
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
な
か

っ

た
も
の
が
、
今
回
の
年

金
改
正
に
よ
り
平
成
七
年
四
月
か

ら
平
成

九
年
三
月
ま
で
の
聞
に
手

続
き
を
す
れ
ば
、
昭
和
六
十

一
年

四
月

一
日
以
降
、
該
当
さ
れ
た
時

期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
第
三
号
被
保

険
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
に
届
出
を
さ
れ
て
い
な

い
第
三
号
被
保
険
者
期
間
や
過
去

に
二
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
届
出

を
さ
れ
た
方
は
、
平
成
七
年
四
月

以
降
に
役
場
町
民
諜
の
国
民
年
金

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

新しL、保険証を受け取ったら
下記のことをご確認下さい

百世
な
ま
日
め
月
か
年
確
生
か

、
，
し
V

名
な
氏
ガ、

m
J

所
誤
う

住
に
よ

⑦

ど
し

③保陳証の記号、番号を確

認して、 忘れず!こ記録して

おきましよう。

国
民
健
康
保
険

保
険
証
の
書
き
替
え

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
の
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、

三
月
末
日

②裏面の注意事項をよく読
んでおきましよう。

ま
で
に
該
当
す
る
世
帯
ご
と
に
郵

便
に
て
お
送
り
し
ま
す

。

期
限
(
三
月
三
十
一
日
)
が
過
ぎ

た
保
険
証
は
、
役
場
町
民
課
へ
お

返
し
下
さ
い

。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
社

会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、
資

格
喪
失
子
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
行

っ
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
町
民
課
国
保

係
ま
で
。

(宮
六
回
二

O
O

一
間
)



τxι4すめぶ・ 6 ・

問
い

合
せ
、
申
し

込
み
先

⑮

役
場
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
一
二一
一
・

一一
一
一
一
一

成
人
病
を
予
防
す

る
た
め
に

自
分
で

で
き
る
こ
と
は
?

年に一度防健康チエヴワ

成
人
病
を
防
ぐ
に
は
、

病
気
を
発
症
さ
せ
な
い

た
め
の

一
次
予
防
と
、

か
ら
だ
の
異
常
や
病

気

を
早
く
発
見
し
て
早
期

に
治
療
を
始
め
る
二
次

予
防
が
あ
り
ま
す

。

病
気
を
発
症
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
日
常
生

活
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。
食
事
、
休
養
、
清

潔
、

ス
ト
レ
ス
、
肥
満
、

運
動
、
喫
煙
、
飲
酒
な

ど
成
人

病
の
要
因
と
な

る
あ
な
た
の
生
活
を
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下

支
」
い
。

か
ら
だ
の
異
常
や
病

気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
の

が
一
番
で
す
。
積
極
的
に
受
け
ま

し
ょ
、
つ
。

重
信
町
の
住
民
健
康
診
査
に
は
、

循
環
器
を
中

心
と
し
た
基
本
健
康

診
査
と
、
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

平
成
六
年
度
各
種
健
康
診
査
の
受

診
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。
ま

だ
ま
だ
受
診
さ
れ
る
方
が
少
な
い

よ
う
で
す

。

平
成
七
年
度
も
六
月
か
ら
健
診

が
始
ま
り
ま
す

。

「

私
は
元
気
だ
か

57ιi 人

平成6年度

健康診査の受診状況

13 1 9人43 1 日人43 1 9 人
).1 品l /'i

43 19 人

人

6000 

5000 

4000 

ら

L

と
一
度
も
受
け
た

こ

と
の
な

い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

。

自
分
の
健
康
を
確
か
め
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
受
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か

。

ま
た
、
健
康
づ
く

り
や
病
気
予

防
の
た
め
の
教

室
を
開
い
た
り

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご

利
用
下
さ
い

。

3718 人

結絞険診

6j ~υ。

JI 73 人

J在本能LK
e会合f

3，m 人

r':; '; ~(iがん 礼カfん
険診 検診

大月誌がん
検"ま

'， ' 1 がん
険"会

2~97 人

~~ 1..0 
JI.O 0 

肺がん
検診

受診 E
998 人

l
 
f
 

nU
 

ハ
U
U

パ
4
U

2000 

n
H
U
 

A
H
u
 

n
H
U
 
l
 

品
H
WX阿
国
高
泊
五
回E
H
V
A
官
W
A
お
金
制

合切利用ください可画F

、ー!?← υj記口議室吋行I

64・4唱70
(保健婦直通電話)

健康相談 ・ お問い合せ

等にご利用下さい 。

保健婦が不在時は 、

守番電話 に なって いま

す。 相談内容等入れてお

けば、後で折り 返 しお電

話 します。

ぷ刀
日ヨ

病気や老化などでE-I 常生活に支障をきたしてい

る方に対し、 1) ノ、ビリ教室を行 っ ています。

対 象!町内在住の方

時 間 午後l時30分一3時30分

場所町民会館

担当者 医r.flí、理学療法士、作業療法土、保健婦

料金 無料

・ 事 11 Îî にお lごいし込み Fさい 。

日程表

3 月 6 日 (月j ・ 17 日 後i

4 月 10 日 (月) ・ 28 日 樹

※健康カレ ン ダーの 日程とは、 一部変
更となりましたのでご了承下さい。
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平
成
六
年
十
月

一
日
か
ら
、
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
予
防
接
種
の
種
類
、
接
種
の
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
左
表
の

と
お
り

で
す

。

予防接種法及び結核予防濯の改正につぬて
ワクチン種抱i 様様の時期 ' 後種 )j法 品IJ反応 [f. tì: 事項

総 l期→DPTで3-90か月 皮下注射

(Ï ト1 u主(P) 初同級綬 : 3 - 8週間隔3r~1 3101 
ン 7 テ'}ア(0) <3 - 1~か月〉 度 Fi主身、l

時に拡極局)i)j に 注射吉fí f立の発赤膿I重が者 Lか っ た時は

Wli j毎風(T) 進加f長稜.初回被干重終 f の 1 2 - 1 8かi'H去に 1[111 
1t赤、腺I重2-3 次匝l は医師に 中 し til• る 。 DT二 i昆ワク

(耳、{舌イヒ) 第2矧→DTで11 - 1 21迩 皮 F 注射
トl てγ白退， チンを附い ることもある み

< 11 - 1 2i議〉 lfi硎 

;J:. ポ リ オ(生)
3-()0か月 <3 - 1 8か }'j) fl:r111lifll 高 IJ反応、の心配はまずない。

6週以 | の |間隔をお L 、て 2 1 ，， 1 21iil 
まれ lこ耳UII ，

間隔があいても 2 [;; [ 飲む ニ シ c
期 ト一一一
J主 12-90かJ-] <1 2 -2~か月〉 注射後7 日前後
千重

li* !事( 午)
f~脅 JW幼干1lu剥の人 |剣日ijでむかかることの多い 皮 |ご t主身| に 1H!\をみるこ l麻疹は合併症，か.tいので概念自ij .7)t$.掻

「 う勺 リやすい疾忠なので、半めにかかり 勺け [[111 とあリ。 I を 。 ひきつJ をお こ しやすい子どもは

~h r~ に相成して受けるのかよ \' 0 (20% 1立) 五治l去に相談や
J在
4重 l2-90か月< 12-36か月〉

11 麻疹 「防J主将の{圭に計画する ， 中学主時 JUIの !主 l~i:UH i凪常 品リ Iえf志、はな
幼児学童の恨，也やt制1 の阻止をも目的

) )l¥!} ( 牛) とする 。 成人の風疹は重 くな りがちな
J長極は当分継続する 。 時 kのめ!なく受け られ 11丙 L 、 '

る 。
ので男子も受ける ことを納める 。

第 l剣→6-90か月 皮 卜 ;ヰ 身、l

1'1 本脳炎
初回線称 [ -4週間隔21u l <3;議〉 21�l 時 lこ発言品、 FE舟l プLgaEのJ長積で免疫を維Mするに卜分e

(司、 i ，f;{ヒ)
追加:tt;種 初 I!' I 終了後およ そ l年後<~綾〉 lf同 ，貯i l'Jjの発赤や術 流行 のおそれのないところでは実胞 し

第2矧→日 - 1 2議〈小下』年〉 lfiil み。 ないこともある ι

第3矧→ )4 - 1 5歳〈中学 2 -4'> 1I"1 

uttF土Ah.、j期定極主 渦41~量に達する前に l JUI 。 小 γ・枚 1 ft三 、1'1 " '(:校 l :"tl" 針法 針跡かー時小 さ なるへ〈乳幼児の早いうちに受けるの
BCG 年のi昨に、ソヘノレクリ ン 反応~ ~凋へ、 反応が陰 2か川i ぃ股抱になる n カよい。 ツベ/レ 7 ')ン反応、は発赤の長

性の場合BCG を J五位する 。 1手9mm までが陰性ー

>r~JIま ffl': íjl，的な Jを極 11年制を示す。

保
護
者
の
方
は
、
お
子
さ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
受
け
る
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
安

全
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す

。

特
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

予
防
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。

①
、
」
れ
か
ら
受
け
る
予
防
接
種
に

つ
い
て

、

よ
く

ご
理
解
の
上
、

申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

(
わ
か
ら

な
い
こ
と
は
事
前
に
質
問
し
て

下
さ
い
。
)

②
通
院
等
に
よ
り
、
主
治
医
を
お

持
ち
の
方
は
、
予
防
接
種
に
つ

い
て
事
前
に
相
談
し
指
示
を
受

け
て
下
さ
い
。

③
予
防
按
種
に
は
、
お
子
さ
ん
の

健
康
状
態
の
わ
か
る
人
が
、
連

れ
て
来
て
下
さ
い

。

④
予
診
票
は
、
正
確
に
記
入
し
、

体
温
に
つ
い
て
は
、
接
種
会
場

内
で
測
定
し
記
入
し
ま
す

。

(
家

庭
で
も
来
ら
れ
る
前
に

測
定

し
、
健
康
状
態
の
目
安
に
し
て

下
さ
い

。

)

⑤
母
子
子
帳
は
必
ず
ご
持
参
下
さ

ぃ
。

(
母子
手
帳
の
提
示
が
な
い

方
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
)

⑥
印
鑑
、
体
温
計
を
ご
持
参
下
さ

⑦
接
種
会
場
が
混
雑
し
ま
す

。

余

裕
を
も
っ
て
受

付
時
間
に
お
こ

し
下
さ
い
。

会
予
防
接
種
の
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
は
、
来
月

号
の

広
報
で
お
知

ら

せ
し
ま
す

。

* ~i具)[1喜f主としてのJ(1l 1 l: 1 と 、〈(社二)平成7 1f.4 f-J より実施。

-E温里型iEiiiS盟主ヨ園
「おとしより 」 とその家族を対象に、 心 と身体の健

康相談を行っています。
家庭で困っていること、自分のことで悩んでい

る こ と、痴呆に関することなどいろいろな相談に

応じます。 お気軽にご利用下さい。

対 象 町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時- 4時

場所 役場保健婦室

担当者 医師、保健婦

料 金 無料
内容 個別で相談に応じ、

を行います0

・ 予約制です。事前の申し込みが必要です。

1�64-4170 

必要な指導及び助言予防接種ホットライン公
予防按種の改正に伴い、 厚生省は、 「 予防岐種ホ

ッ ト ラ イ ン 」 を開設し予防持種に関する種々の電

話相談を行って い ます。 ご利 月1下さい。

合

日程表

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月)

4 月 10 日 (月) ・ 24 日 (月)

045-671-1858 
月 ~金曜日
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ー
平
成
七
年
度

転
作
等
実
施
の
お
願
い1

日
頃
か
ら
、
水
田
営
農
活
性
化

対
策
(
転
作
)
の
推
進
に
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
転
作
は
、
農
家

の
意
向
に
基
づ
い
て
行
う
と
の
方

針
で
実
施
致
し
ま
し
た
が
、
平
成

七
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
転
作

面
積
の
割
当
て
が
強
化
さ
れ
て
お

り
、
未
達
成
の
場
合
は
、
補
助
事

業
の
推
進
が
難
し
い
ほ
か
、
自
主

流
通
米
に
係
る
対
策
費
(
重
信
町

で
平
成
六
年
度
二
、
二

O
O
万

円
)
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

皆
様
の
所
得
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ

と
が
危
倶
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
家
の
皆
様
に
は
、
大
変
御
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
制
度
の
主

旨
を
御
理
解
の
上
、
七
年
度
の
転

作
面
積
の
確
保
に
御
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
平
成
七
年
度
の
転
作
等
目
標

面
積
の
配
分
に
つ
い
て

平
成
六
年
産
米
は
、
全
国
的
に

未
曾
有
の
大
凶
作
と
な
っ
た
一
昨

年
と
事
情
が
一
変
し
て
、
転
作
面

積
が
緩
和
さ
れ
た
上
、
十
a
当
た

り
の
収
量
が
五
百
四
十
回
同
と
い

う
大
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
米
の
消
費
は
相
変
わ
ら

ず
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
需
給
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
自

主
流

通
米
価
格
は
急
落
し
、
入
札
に
お

い
て
も
不
落
札
が
生
じ
る
等
版
売

環
境
が
急
激
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
国
で
は
、
自

主
流
通

米
の
安
定
し
た
供
給
と
側
格
の
安

定
化
を
図
る
た
め

、
緊
急
に

「
自

主
流
通
米
供
給
安
定

化
特
別
対

策
」
を
実
施
し
、
従
来
緩
和
し
て

い
た
転
作
目
標
面
積
に
、
緊
急
調

整
対
策
と
し
て
転
作
等
面
積
を
追

加
・

上
乗
せ
配
分
し
、
生
産
の
調

整
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

重信町の場合

平成6年度転作等目標面積

20l. 7ha 

平成7年度指標面積(追加分)

28.4ha 

目
十1

3コ
ロ 230.1ha 

今
回
の
特

別
対
策
に
よ
る
追
加

的
転
作
は
、
ガ
ッ
ト

・

ウ
ル
グ
ア

イ
ラ
ウ
ン
ド
合
意
に
よ
る
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
と
直
接
の
関
係
は
無

く
、
あ
く
ま
で
六
年
産
米
が
大
豊

作
で
あ
っ
た
為
の
緊
急
対
策
と
な

っ
て
い
ま
す
。

尚
、
七
年
産
の
他
用
途
利
用
米

に
つ
い
て
は
、
需
要
の
減
少
か
ら
、

生
産
目
標
数
量
が
大
幅
に
抑

制
さ

れ
て
お
り
、
重
信
町
に
対
す
る
割

当
て
数
量
は
あ
り

ま
せ
ん

。

二
自
主
流
通
米
供
給
安
定
化
特

別
対
策
の
実
施
に
つ
い
て

国
で
は
、
今
回
の
緊
急
特
別
対

策
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
指

標
面
積
(
追
加
配
分
面
積
)
の
取
り

扱
い
を
転
作
目
標
面
積
の
超
過
達

成
と
す
る
と
共
に
、
新
た
に

「

調

整
水
田
」

を
転
作
の
手
法
と
し
て

認
め
、
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

三
調
整
水
田
と
は

米
需
給
変
動
へ
の
弾
力
的
な
対

応
、
水
稲
生
産
力
の
維
持

・

確
保
、

国
土
の
保
全
、
連
作
障
害
の
回
避

等
に
も
資
す
る
観
点
か
ら
、
水
を

張
る
こ
と
に
よ
り
水
田
を
管
理
す

る
態
様
を
い
い
ま
す
。

-

一
n
ハ
μ

一

一
立
ロ

一

一
全

一
一
台

λ

-
一
・

2
q

一
-
一

口

f71J 

二
二
哨UJ 

調
整
水
田
の
実
施
に
当
た

っ
て

は
、
水
出
一
枚
を
単
位
と
し
て
実

施
す
る
ほ
か
、
水
田
の

一
部
を
対

象
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
耕
起

・
代
か
き

・

除
草

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

一

定
の
期
間
水
張
り
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
調
整
水
田
に
係
る
部
分

が
百
訂
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。尚

、
こ
の
調
整
水
田
は
、
指
標

面
積
(
追
加
配
分
面
積
)
だ
け
で
な

く
、
従
来
の
転
作
面
積
分
に
つ
い

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
転
作
助

成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

調
軽
水
田
に
係
る
転
作
助
成
金

七
、

0
0
0
円
/
十

a

当
た
り

40名

受
付
期
間

三
月
一
日
附
か
ら
三
月

一二
十
一
日

幽
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

重
信
町
下
林
甲
一
=
二
O
l

一

宮
六
回
l

五
八
六
七

申
し
込
み
方
法

受
講
希
望
講
座
名
(
第
一
、
第
二
希

望
、
パ
イ
テ
ク
談
皮
に
つ
い
て
は

前
半
、
後
半
の
区
分
)
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

(
期
限
日
必
着
)

受
講
者
の
決
定
と
通
知

-

受
付
期
間
内
に
申

し
込
み
の
あ

っ

た
方
に
、
後
日
決
定
の
通
知
を
し

ま
す
。

な
お
、
定
数
を
越
え
た
場

合
は
、
州
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
0

・

一
人

一
講
座
を
原
則
と
し
、
第

一

希
望
講
座
が
定
数
を
越
え
第

二
希

望
講
座
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、

第
二
希
望
に
振
り
管
え
ま
す

。

象

一般

生産者、

指導者等

大サ定数

40名

40名

20 名

30名

種類

①花づく り講座

②菊づく り 実践講座

③押し花講座

④フラワーデザイン

講座

⑤パイテク講座



1 8 ・ Jrιけれ.3;

婦

人

.a. 
%E 

ー
川
内
・
中

島
・

重
信
町
の
婦
人
会
員
二
百
人
が
集
う
|

|

算/1日温泉郡婦え数寄新

国
員

会A人婦町信重スwすを表発ァ
J, -

ア
J
E
 

ア

温
泉
郡
婦
人
教
育
研
究
大
会
が
、

一
一月
五
日
側
、
川
内
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

主
な
内
容
は

、

次
の
と
お
り
で
す
0

0
開
会
行
事

O

あ
い
さ
つ
(
高
橋

初
美

温
泉

都
連
合
婦
人
会
長

)

O

来
賓
祝
辞

(森
房
義

川
内

町

町
長
・
柳
津
正
三
県
議
会
議
員
)

O
ア
イ
デ
ィ
ア
発
表

性

だより

女

O

「
暮
ら

し

の
中
に
小
さ

な

ア
イ

デ
ィ

ア
を

」

(重
信
町
)

O

「

幸
福
餅
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん

か
」

(
中
島
町
)

O

「

介
護
用
品

の
工
夫
を
し
て

み

ま
せ
ん
か

」

(川
内
町
)

。
記
念
講
演

O

演
題
「
父
と
母

へ
の
赤
信
号
|

家
庭
を
非
行
の
砦
に

|
」

講
師

中
間
道
子
(
松
山
東

署

少
年
係
専
門

員
係
長
)

。
閉
会
行
事

o

あ
い
さ

つ
(
近
藤
清
子

重
信

町

婦
人
全
会
長
代
行
)

。
産
地
品
交
換
金

三
町
の
婦
人
全
が
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
特
色
の
あ
る
も
の
を
出
し

好
評
で
し
た
。

(
重
信
町
婦
人
全
会
長
代
行

近
藤
清
子
)

r-圃咽

中
央
レ
芳4
1

ス
学
級

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
重
信

町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る

。

中
央
レ
デ
ィ

ー
ス

学
級
。
(
年
間

八
講
座
)
の
最
終
講
座
が
、
左
記
の

と
お
り
行
わ
れ
、
閉
講
し
ま
し
た

。

戸
」

エ=
ロ

一
月

二
十
四
日
ω

午
後

一
時
三
十
分
i

午
後

三
時
四
十
分

場
所
町

民
会
館

(
第
了
二

研
修

{
主)

日
時

レド
、
F
‘、

内
容

O

講
座
「

重
信
町
行
政
を
知
る
」

O

講
師
和
田
治
樹

町
長

政
策
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

、

具
体
的
で
、
し
か
も
根
拠
と
な
る

デ
l

タ
を
使
つ

て
の
話
で
あ

っ
た

の
で
学
級
生
か
ら

、

説
得
力
が
あ

り
、
有
意
義
な
も
の
で
あ

っ
た
と

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た

。

温泉郡三町の婦人会会員

宙
予
寡
婦
福
祉
会

♂1'1-
廃油石齢作り講習会

平
成
六
年
度
住
民
活
動

推
進
大

全
に
お
い
て
、

重
信
町
母
子
寡
婦

福
祉
会
は
活
動
優
良
団
体
と
し

て
、
愛
媛
県
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
松
山
地
方
協
議
会
全
長
表

彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た

。

私
達
は

、

昭
和
五
十
年
よ
り
、

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
重
信

町

出
身
の
方

へ
手
作
り
品
を
持

つ
て

の
慰
問
、
そ
し
て
施
設

へ
タ
オ
ル

他
必
需
品
を
贈
っ

た
り
、
又
伊
予

鉄
道
駅
へ
腰
掛
用
座
ぶ
と
ん
を
敷

い
た
り
、
廃
油
石
鹸
作
り
講
習
会
、

古

着
利
用
リ

サ
イ
ク
ル

等
を
行

っ

て
い
ま
す

。

雇
用
保
鴎
法
の

一
部
畝
正
巳
つ
い
て

j
4

/
ー
よ
り
実
施
j

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
新

設
六
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
ま
で
の

被
保
険
者
の
方
(
五
年
以
上
継
続

勤
務
)
が
、
六
十
歳
時
点
よ
り
も
八

十
五
%
未
満
の
賃
金
で
働
い
て
い

る
場
合
に
、
そ
の
賃
金
の

二
十

五

%
を
限
度
と
し
て

「

高
年
齢

一雇
用

継
続
給
付
」
が
本
人

に
支
給
さ
れ

ま
す

n

二
育
児
休
業
制
度
の
新
設

一
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た

め
、
育
児
休
業
を
す
る
被
保
険
者

の
方
(

一
年
以
上
継
続
勤
務
)
に
、

休
業
前
の
賃
金
の
二
十
%
相
当

額

が
育
児
休
業
中

に
、
ま
た
、
五
%

が
職
場
復
帰
後
六
か
月
間

一雇一

周
さ

れ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す

ο

三
失
業
者
給
付
の
改
善

六
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
ま
で
の

被
保
険
者
の
方
が
退
職
し
た
場
合
、

六
十
歳
時
点
の
賃
金
と

比
べ
て
、

賃
金
日
額
の
高
い
方
を
基
礎
と
し

て
失
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

。

詳
し
く

は
、

愛
媛
県
雇
用
保
険

課
(
四

一
|

一
一
一
一
一
)、
え
は
松

山

公
共
職
業
安
定
所

(三
二
l

一

O

一
O
)ま
で

。
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社曾

畝青

22 jjjj: (健一;乏;ヲν訪米会 ;;::::;:::
J15個):il;;FT?? rIRft r r tfL ギ :ji開纏:界一 二
行 辺 。円 r ; !囲;盲腸:駅伝夫君円
2) J 5 " 、 11制J f宵が降る JE天候の '1 1 、第 1 7 1111 重信町健康マ ラ ソン 大

会、お20l iJ I 川民体 )J づく り問}可蔵駅伝大全が約 1000 人の参加者て、 11

u心;の J反紡は;欠の j且りです。

一
問
い
合
せ

・

申
し
込

み
光

一

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
四
ー

一
E

O
O
刊

健康マラ'.)シ穴曾
小学生男子ベストタイム賞

門屋 良

小学生女子ベストタイム賞

野 '1_1 美里

中学生男子べストタイム賞

14{野 勝次

中学生女子ベストタイム賞

出崎希望

一般明子ベストタイム 'H
市須賀 '1~i 

一自立久一子ベス ト タイム'坑

見、(村メグミ

酉芭歳駅伝穴怠
分館対抗
優勝横i"J I点分館
準優勝 1 --林分E官

第 3 fî'r今 見奈良分配[

第 4 f立 凶 liúJ分館

第 5 f主 八以;地分飴'

第 6 f立広津川分館

申学生郡活動対抗

準fg勝

第 3f..J: 

サッカ一自IlA

陪 l - ;%

バスケ ッ トボール行IlA

時十 ;'WA

隙 1 -_ ;"i l íB

ハスケソトボール日 líA

Lζf 

催 Jt存
i判長l際

立~ 3 f主
寒
L 、

な
か

お
癒
れ '
さ グレム
ま ，.r .~戸"
で t
し ，_­

た
。

『一
.一

V12 おめでとう /優勝された横河原チーム

望
ま
し
いP
T
A
活
動
と
は

j

研
究
大
会
開
催

平
成
六
年
度
温
泉
郡

・

川
内

町
P

T
A
AU
同
附
究
大
会
が
、

一
一川
卜
九
日

川
川
内
町
中
央
公

民
館
で
開

催
さ
れ
P
T
A

全
員

約
二
百
名
が

出
席
し
ま
し
た

。

松
山
北
高
等
学
校
長
凶

凶
利

明
先
牛

一の
「

高
校
竺
と
し
て
の

あ
リ
方
」
と
組
し
た
講
演
に
続

い
て
分
科
会
が
聞
か
れ
、
次
代

を
担
、
っ「
寸
供
述
の
幸
せ
を
山
寸
リ
、

そ
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に

は
、
P
T
A

と
し
て
ど

の
よ
う

に
活
動
し
て
い
く
べ
き
か
、

地

域
社
会

・

学
校
・

家
田区
に
お
け

る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た

。

b 

第3分科会・家庭教育について話し合うPTA会員



文

f包

舞
踊
連
絡
会

1 11 ・2qιけのふ

協

4-
Z玄

団

吟
剣
詩
舞
道
同
好
会

あ
な
た
に
広
が
る
新
し
い
世
界

一
一月
十
二
日
に
町
内
吟
詠
愛
好

者
約
九
十
名
が
集
ま
り
、
第
十
二

副
重
信
川

吟
剣
詩
舞
道
同
好
会
発

表
全
を
行
い
ま
し
た
。

最
近
、
物
の
豊
か
さ
の
反
面
、

心
の
安
定
を
か
く
き
ら
い
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

今
度
、
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
た
リ
、

い
ら
い
ら
を
感
じ
た
ら
、

一
昨
し

幼
f

・

s
・

‘ー、

一一一一九

て
み
ま
せ
ん
か

。
気
持
ち
も
落
ち

着
き
、
x
、
姿
勢
が
良
く
な
り
、

喉
を
鍛
え
る
た
め
健
康
増
進
に

つ

な
が
り
ま
す

。

谷
地
以
」公
民
館

・

町

民
会
館
等

で
毎

週
練
習
を
し
て
お
リ
ま
す
の

で
、
ま
ず
一
度
お
気
軽
に
の
ぞ
い

て
み
て

ト

さ
い
。

述
絡
先
大
凶
忠
良

告
し
ハ
川
l

八
六
仁

川

体

紹

介

コ
ミ
ユ
ニ
君
・
舞
踊
協会

「

美
し
く

老
い
る
た
め
に
」
「
踊

り
の
輪
を
人
の

和
に
」
を
目
棋
に

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

恒
例
の
お
さ
ら
い
全
を
、

次
の

H

程
で
行
い
ま
す

。

皆
様
方

一
人

で
も
多
く
ご
米
場
ご
声
援
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
出
演
者

一
同
心
か

ら
お

待
ち
申
し

上
げ
ま
す

。

日
時

三
月
十
二
日
間
午
前
十
時

ー
午
後
三
時
三
卜
分

場
所

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

、
-卜
催
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
緋
踊
協

会

後
援

重
信
町
文
化
協
会

重
信

町
教
育
委
民
会

尚
一
絡
先
氏
家

富
恵

宮
六
凹
l

二
九
ハ二
Jハ

F 時 ぢ
d
、
--
袖

ι
F
J1
-

文
化
協
会
議
風
の
樹
発
行

/ 

・ 'í

ぜ

F五

文
化
協
会
で
は

一
一月

末
、

会
誌

「
風
の
樹
』

(
B
五
版
八
卜
貞
)
を

川

'hリ
し
ま
し
た

。

ム
去
の
設
し
比十
二
同
年
を
記
念
し

て

出
版
し
た
も

の
で
、
設
立
の
や

怖
や
経
緯
、
協
会
の
出
動
状
況
及

び
文

化
祭
三
卜

同
年
の
特
集
を

満

載
し
た
も
の
で
す

。

『
風
の
樹
』
の
誌
名
は
「
み
ど
り

と

文
化
の
ま
ち
重
信
」
を

象
徴
す

る
む
の
で
、

私
た
ち
が
愛
す
る
重

い
い町
の
風
上
と
文
化
の
関
わ
り
に

つ
い
て

、
さ
ま
ざ

ま
の
イ
メ
ー

ジ

を

・
仏く

町
民
の
皆
さ
ん
に

出
き
立

て
て
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思

い
ま
す

。

丈
化
協
会
長
森
正
史

※
町
以
全
断
に
お
い
て
、

一
郎
札

γ日
川
で
、
発
光
し
て

い
ま
す

。

-
Rお
知
ら
せ

四
月
か
ら

山

内
十
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

花
作
り
を
み
ん
な

で
来
し

一

み
ま
せ
ん
か
/

一

-

日
時

'm
M

m
w問
H

限
日

午
後

d

一

時
i

コ
一時
三
ト

分

一

(徐

一
一凶
日
間
月
一
一卜
一
一一川
口
)
一

会
費

月

i
.
h川
(
資
材
質
実
質
二

会
場

町
民
会
館
婦
人

主

一

連
絡
先

五

件

忠
幸
一

E
aハ
問
|

三
八
C
問

一

日
時

後 主 会
援催 場| 教育相談室 l 

四
月
八
日

出
1

九
日
間

午
前
九
時
1

午
後
六
時

(
九
円
は
午
後
四
時
ま
で
)

川
氏
会
館

一
階
ロ
ビ
ー

肌
ケ
倣
山
司
会

重
信
州

文
化
協
会

毎週水時 11 午後l時- 5時
3 月 1 、 8、 15 、 22 、 29 日
4月 5、 12、 19 、 26 日
図 書館訓告
64 -::l43� 
直接米 られてらかまいません コ

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適応な
どお気軽にご相談ください。

-日時

-場所
・電話
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及ふ
去る
散さ

②ヂヒ

識
の
衣
裕
城

当
時
の
城
主
通
興
の
、
」
と
や
、

吉
山
城
主
吉
躍
の
こ
と
、
ま
た
岩

伽
羅
城
復
興
後
の
和
田
通
勝
の
こ

と
な
ど
、
こ
れ
ら
は
村
の
人
達
も

割
に
よ
く
知

っ

て
い
る
と
こ
ろ
で

+
め
フ
匂
。

と
こ
ろ
が
技
城
の
衣
掛
城
の
、
」

と
に
つ
い
て
は

書
い
た
こ
と
も
な

い
し
、
村
の
人
達
も
よ

く

知
ら

な

い
様
子
で
あ
る

。

衣
掛
城
の
こ
と
は
河
野
家
文

書

に
も
記
載
が
な
く
、
伊
予
温
故
録

や
伊
予
古
跡
誌
そ
の
他
に

『
和
田

氏
の
居
城
に
し
て
云
々
』
と
あ
る

程
度
で
、
史
料
ら
し
い
も
の
は
な

い
。

城
主
も
朽
木
三
河
守
、
天
正

年
中
は
日
吉
六
郎
右
衛
門
等
の
名

前
が
み
ら
れ
る
が
、
岩

伽
羅
城
、王

兼
帯
の
時
代
が
続
い
て
い
た
よ
う

だ
か
ら
、
こ
れ
も
城
代
か
も
し
れ

な
し

。
衣
懸
ま
た
は
絹
掛
と
も
書
か

れ
、
場
所
も
樋
口
、
志
津
川

、

西

岡
等
い
ろ
い
ろ
に
記
さ
れ
て
い

る

。
天
文
の
合
戦
当

時
の
城
主
も

不
明
で
落
城
当

時
の
様
子
も
わ
か

ら
な
い
が
、
本
城
前
面
の
砦
と
し

て
相
当
重
要
な
役
割
を
持
た
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る

。

し
か
し
河

野
家
譜
に
も
岩

伽
羅
や
吉
山
の
よ

う
な
特
別
の
記
載
は
な
い

。
筆
者

の
推
察
で
は
、
城
単
独
の
決
戦
は

行
わ
れ
ず
、
城
主
は
兼
帯
で
早
い

機
会
に
撤
退
し
た
か

、

或
い
は
他

の
戦
線
に
組
み
こ
ま
れ
、
和
田
氏

の
敗
戦
滅
亡
と
共
に
埋
没
し
て
し

ま

っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が

と
も
か
く
不
可
解
な
城
で
あ
る

。

|
|

昔
、
お
姫
様
が
洗
濯
を
し

衣
掛
城
の
所
在
地

樋
口
字
衣
懸

衣掛城本城
岩伽羅城

た
衣
を
掛
け
て
云
々
と
い
う

よ
う

な
伝
説
は
あ
る
が
、
合
戦
に
関
連

し
た
よ
う
な
話
は
な
い

。

土
地
の

人
達
も
、
あ
そ
こ
に
城
が
あ

っ
た

と
い
う
だ
け
で
手
掛
り
も
な
く
、

ま

っ
た
く
不
明
の
状
態
で
あ

っ
た

。

と
こ
ろ
が
偶
然
の
機
会
か
ら
、

衣
掛
城
主
の
末
商
ら
し
い
古
文

書

を
所
蔵
す
る
人
物
に
出
逢
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
も
徳
島
の
一

山

村
で
神
主
も
や
っ

て
い
る
同
職
の

公
務
員
の
家
で
あ

っ
た
わ
け
だ
か

ら
、

ま

っ
た
く
の
奇
遇
で
あ
る

。

そ
の
後
は
、
徳
島
県
板
野
郡
松

島
村
引
野
宮
ノ
束
、
熊
野
村
社
々

家
、

当
主
(宮
司
)
前
田
誠
市
氏
宅

で
あ
る
。

機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
経

緯
等
に

つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
と

回
仏
、
つ
。

衣
掛
城
の
遺
構
は
、
支
城

ら

し

く

小
規
模
で
あ
る
が
、
東

・

閏
・

南
側
は
急
峻
な
崖
に
よ

っ

て
守
ら

れ
て
い
る

。

南
部
に
は

三
つ
の
郭

と
五
本
の
堀
切
が
あ
り
、
北
部
に

は
一
つ
の

郭
と

一
本
の
堀
切
が
設

け
ら
れ
て
い
る

。

北
部
の
施
設
は
、

南
部
の

王
郭
部
が
落
ち
た
場

合
に
、

本
城
岩
伽
羅
械
へ
の
直
接
の
攻
撃

を
く
い
と
め
る
た
め
の
も
の
と
判

断
さ
れ
る

。

重
信
史
談
会会

長

武
知
日

成
彬

拝
志
古
窯
群
確
認
調
査
の

現
地
説
明
会

以
前
か
ら
町
の

事
業
と
し
て
取

り
か
か
っ
て
い
ま
す
、
下
林
の
は

場
整
備
地
区
に
は
文

化
庁
登
録
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
域
が
含
ま
れ

て
い
ま
す

。

奈
良
時
代
末
の
瓦
や
須
恵
器
類

を
焼
い
た
伽
藍
窯
跡
を
含
む

「
拝

志
古
窯
跡
」

で
す

。

こ
の

「

古
窯
跡
」

の
確
認
調
査

が
こ
の
程
終
わ
り
ま
し
た

の
で
、

現
地
説
明
会
を
、
次
の
要
領
で
聞

き
ま
す

。

地
元
の
方
の
み
で
な
く
、
町
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
参
会
も
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す

。

日
時

三
月
十
二
日
間

午
後

一
時
1

受
付
場
所

下
林
定
力

集
会
所

説
明

日
本
考

古
学
協
会
員

埋
蔵
文
化
財
全
国
委
員

森
光
晴
先

生

問
い
合
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館

宮
六
回
!

三
四

一
四
間

道
後
平
野
の

「
は
そ
う
」
展
開
催
中

「

呼
び
名
も
、
か
た
ち
も
、
使
い

方
も
、
ふ
し
ぎ
な
ふ
し
ぎ
な
古
墳

時
代
の
器
」

の
展
示
を
し
て
い
ま

す
。

松
山
市
立
考
古
館

・

砥
部
伝
統

産
業
館
・

松
前
町
教
育
委

員
会
か

ら
の
出
品
に
、

重
信
・
川
内
と
加

わ
っ

て
松
山
平
野
の

ロ
マ
ン
あ

ふ

れ
る
「
う

つ
わ
」

が
そ
ろ

い
ま
し

た
。

「
東
温
ま
ぼ
ろ
し

の
窯
」
展
も
引

き
続
い
て
聞
い
て
い
ま
す

。

ご
希
望
で
し
た

ら

、
館
員
が
説

明
も
い
た
し
ま
す

。

又
、
十

一
月
に
は
、
戦
後
五
十

年
の
区
切
り
と
し
て
、

「
重
信
の
人
々
の
戦
争
は
・
・
・
」

(
仮
題
)
を予
定
し
て
い
ま
す

。

日
露
・

日
中

・

太
平
洋
の
各
戦

争

に
か
か
わ

ら

れ
た
ご

一
家
の
資

料
を
探
し
て
い
ま
す

。

出
征
さ
れ
た
方
の
記
録
や
写

真
、

残
さ
れ
た
家
族
の
様
子
な
ど
で
す

。

企
画
展
に
奥
行
と
重
み
が
加
わ

り
ま
す

。

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。



「
第
六
回
人
権
を
語
る

集
い
」
か
ら③

心
の
境
界
線

重
信
中

学
校

一
年

渡
部
美
樹

私
は
小
学
校
四
年
生
の
と
き
初

め
て
交
流
学
習
を
し
て
、
す
ご
く

不
安
と
こ
わ
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ま
り
「
障

害
」

者
の
こ
と
や

差

別
の
こ
と
は
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た

。

そ
ん
な

気
持
ち
で
交
流

学
習
に

参
加
し
て
、
楽
し
い
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん

。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
す

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

一
生
懸
命
話
し
て
い

る
子
や
精

一

杯
動
い
て
い
る
子
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
子
が

一
生
懸
命
「
生
き
て

」

い
る
の
に
、
私
は
恐
が

っ

た
り

差

別
し
た
り
し
て
い
ま
し
た

。
今
回
心

う
と
、
私
は

一
生
懸
命
「
生
き
て
」

い
る
人
た
ち
の
気
持
ち
を
ま

っ

た

く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
分
の
意
志
で

「

障
害
」
を
持
つ

1 13 ・τ=ιけのふく

て
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い

の
に
一
私
は
差
別
す
る

気
持
ち
を

持
っ

て
い
た
の
で
し
た

。

「

障
害
」

が
あ
る
人
は

一
生
懸
命
に
生
き
て

い
ま
す

。

そ

の
姿
を
見
て
「

差
別
」

す
る
の
は
お
か
し
な
、
」
と
で
す

。

今
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返

っ
て
み

る
と
、
私
は
差
別
の
意
味
が
分
か

ら

ず
、
お
も
し
ろ
が

っ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん

。

こ
の
よ
う
な

気

持
ち
の
人
が
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん

い
る
か
ら
、

差
別
が
絶
え
な
い
の

で
は
な
い
で
し

ょ

う
か
。

そ

の
よ

う
な
世
の
中
を
何
と
か
し
て
な

く

渡部美樹さん

さ
な
く
て
は
け
ま
せ
ん
。
人
聞
が

作
っ
た
差
別
は
人
間
に
よ

っ
て
な

く

せ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
問
題
を
も

っ

と
深
く
考
え
直
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

。

学
校
や
家
庭
で
も
、
テ
ス
ト
の

点
の
良
し
悪
し
だ
け
で
、
「
頭
が
い

い
L

と
か
「
悪
い
L

と
か
決
め
つ

け
て
い
る
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す

。

ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も

生
ま
れ
持

っ

た
も
の
の
中
に
は
、
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
人

個
人
の
い
ろ
い
ろ
な
面
を
見
て
い

か
な
い
と
本

当

の
そ

の
人
の
良
さ

は
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す

。

先
生
か
ら

「
自
分
が
基
準
の
物

差
し
で
は
な
く
て
、

一
番
し
ん
ど
い

人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
を

基
準
に

当

て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

。

」
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た

。

小
学
校
の
頃
に
も

同
じ
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

分
か
っ

た
よ
う
に
思

っ

て
い
た
だ

け
で
し
た

。

作
文
な
ど
に
は
思

っ
た

こ
と
を

書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が

、

一
番
大
切
な
こ
と
は
こ
れ
を
行
動

に
移
す
、
」
と
で
す。
今
の
私
に
は
、
」

の
部
分
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

「
差
別
」
は
差
別
し
て
い
る
人
が

な
く

す
べ
き
な

の
に
、
差
別
さ
れ

た
人
が
今
立
ち
上
が
っ
て

一
生
懸

命
に
努
力
し
て
い
ま
す

。

し
か
し
、

差
別
す
る
人
た
ち
が
変
わ
り
行
動

し
な
い
と
解
消
さ
れ
ま
せ
ん

。
差

別
さ
れ
た
人
の
立
場
に
な

っ

て
、

さ
れ
た
人
の
気
持
ち
に
な

っ
て
、

な
く
し
て
い
か
な

く

て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す

。

自
分
と
は
関
係

な

い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

が
差
別
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な

る

の
で
す

。

差
別
を
す
る
と
は
ど

う

い
う
こ
と
な
の
か
、
私
た
ち
が

立
ち
上
が
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か

、

も

っ

と
考
え
、
行
動
に
移

し
て
い
こ
う
と
思

っ

て
い
ま
す

。

一
月
の
利
用
状
況

貸
出
者
数一

、
二
四
九
人

貸
出
冊
数

三
、
八
八

O
間

(
紙
芝
居
・

雑
誌
を
含
む
)

年
齢
別
貸
出
状
況

80 
n 

70 
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図

館
Ij'~~ 

毎
月
第
二
、
第
四
土
曜
日
の
午

後
二
時
l

三
時
、
図
書
館
二
階
「
お

は
な
し
コ
ー
ナ
ー

室
」
で
、
ゆ
か

い
な
お
は
な
し
を
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
指
定
日
以
外
は
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、

子
供
さ
ん
を
お
持

ち

の
お
母
さ
ん
方

等
他
ど
な
た
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す

。

間
関
凶
闘
幽

開
館
H

火
曜
日
1

日
曜
日
、
九
時

i

十
七
時
三
十
分

休
館
リ

月
曜
日
、
第

三
日
眼
目
、

国
民

の
祝
日
、
毎
月
末
日
及
び
年

末
年
始
、
曝

書
期
間
(
館
内
図
書

整
理
期
間
)

〈
=
一
月
の
休
館
日
〉六
日
間
、
十
三

日

間
、
十
九
日
間
、
二
十
日
間
、

二
十

一
日
(
春
分
の
日
)
、
二
十
四

日

i

三
十

一
日
(
雌
書
期
間
)

図
書
寄
贈
の
お
礼

(
町
内)
O

相
原

一
さ
ん

O

大
西
嘉

子
さ
ん
O

森
問
栄
子
さ
ん
O

山
崎

公
さ
ん

O

阿
多
ま
り

子
さ
ん

O

波

部
福
男
さ
ん
O

柏
昭
和
さ
ん
O

森

山
千
代
さ
ん

O

伊
賀
上
誠
さ
ん
O

末
虞
亮
さ
ん

O

腿
智

一
裕
さ
ん
O

大
塚
扶
美
さ
ん
O

越
智
義
弘
さ
ん

:
以
上
の
方
々
か
ら
問
書
を
寄
贈

下
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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狂犬病予防注射

と

畜犬登録

平
成
ヒ

年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
と
畜

犬
登
録
を
、
左
表
の
日

程

で
実
施
し
ま
す

。

畜
犬
登
録
に
つ
い
て
は
、
四
月

一
H

か
ら

次
の
と
お

り
改
正
さ
れ

ま
す

の
で
留
志
し
て

.

F

さ
い

。

-

犬
の
登
録
は

、

現
行
の
年
一
回

か
ら

、

生
涯
一
回
に
限

っ

て
行

う
こ
と

。

-

犬
の
登
録
は
、

生
後
九
十
日
を

経
過
し
た
犬
に

つ
い
て

行
う
こ

と
。

-

査
録
を
受
け
た
犬
が
死
亡
し
た

と
き
、
又
は
犬
の
所
在

地
等
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

、

直
ち
に

役
場
福
祉
課
ま
で
届
出
る
こ
と

。

来|け射
るは畜
よ飼犬
う主登
にの録
し 義と
ま務年
しで ー
よす 凶
つ 。 の
。 必子

ず |切
受 i王

金注
射
料
五
七

O
円

以
弘
録料

O
O
O
刊

合
計
五
七

O
円

※
な

る
べ
く
お
つ
リ
の
い
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

。

こ
の
期
間
中
に
注
射
及
び

登
録

が
で
き
な
か

っ

た
場
合
は
、
注
射

は
動
物
病
院
で
、
電
鉢
は
役
場
福

松
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

一
一

一
一
一

、

五
、

平成7年度狂犬病予防注射及び畜犬登録日程表
月 H 土持 所 H年 IltJ 
4 月 10 日 1I1 之|人l 公民館 9: 50-10: 00 

( 月 ) I ，"J えん J)t_ 10: 05-1(): 15 
ii\>1，谷ノ〈ス十? 10: 20-10: 30 
Ji' ll 公 [(fiú 10 : 35 -10 : 50 

樋 11 公f( fiú II : 00-]1 : 55 

fViill f1~i 二本松 13 : 00-1 3 ・ 30

療養 plí' jjíj 13:40-14:20 

)~;，~Ü 公 Lè: fií'.; 14: 30-15: 00 

4 月 11 日 げti nJ T!~ i 公 LUp; 9:3()-]0:00 

(火) Lilt川公Jx:fií': 10: 10-]1 : 00 

八 I.d也公民館 11 : 111-12: O() 

IJ4 1品j 公民 fiÏ( 13 : 00 -13 : 3U 

池之 卜1;l会 j ilí 13: 40-14: ()O 

111 :今回 公Lè:断 ]4 : 10-JiI : 50 

4 月 12 日 役場駐車場 9 : 00-9 : 50 

(水) 111 作卜III也公J:( fiï'; 10 : 00 -10 : 50 

111 乍; 公民:fiïf 11 : 00-11 : 50 

11:1: i也公以前1 13: 00-]3::30 

ì~11 公民 t!'!: 13 : 40 -14 : 20 

'1 同1 1 ，11 .t也 11 ~T t，j({干 1 前
14: 30-15: ()() 

(111~; 2jlt:育所)

4 月 13 日 filílf号 fìl ・11 .t也公L( fi店 9 : 30 -10 : III 

(木) íili 村公民館 10: 20-10: 40 

J じ'1' )-111 公民自1 10: 50-11 : 10 

IH~)-川公Kfil'，; 11 : 20-11 : 5U 

十l 公民 h11 13: OO-J:l: 20 

イ ih毎k t.H :i:.: jjíj 13 : 30 -13 : :)0 

卜 林 IJ4の谷公Lく飢 14 : 00 -14 : 20 

fl l l "r c'í' 集会 J ilí 14 : 30 -14 : 50 

4 月 14 日 | 林 Î~J ノド 公 Li::tiïf 9: 40- 日 ~O

(金) '1 '筋1;l {':i所 1 0 : 00 -1 () : 1 0 
谷ノぐス fi 10: 20-10: 3D 

公以宮店 10: 40-11 : 00 

化 1 1 1 集会所 11 : 10 -11 : 20 

一二ノ 時iii集会 l ilí 11 : 30 -11 : 40 

1; 林八附集会Jilí 13 : 00 -13 : 20 

ll})兼集会 Jilí ]3 : 30 -14 : 00 

川村ぶ森林mイ干 fjíj 14: 10-]11 : 20 

日 IJ I(干f.ìW liíj 14 : 30 ー 1 4 : 50 

一老
人
医
療
に
係
る
一
部

一

「
白
ぽ
問
団

一

老
人
医
療
に
係
る

一
部
員
担
金

の
傾
が
、
四
月
か
ら
次
の
表
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
す

。

外
米

一
部
負
担
金
が
、

一
月
下

刊
か
ら

下
十
円
に
な
リ
ま
す
。
入

院
時

一
部
負
担
金

は
、

従
来
と
お

リ
で
す

。

な
お

、
詳
し
く
は

、
役
場
町
民

課
ま
で
お
問
い
合
せ

卜

さ
い
。

仁 外米自日負t~ 金 入院一 ー告lí :fl tl-l令

| 改定後
111 700rll 

I [ 平成制l HJ 1 ,010rJ 
ただし、低l '別行者

~ r: Ijlt8年3) J まで
につ い ては 、

HI 30011 J 

l 卜| 70QllI 

問問1 1)j 1 , 0001 11 
ただし、低Flí 問者一

平成7年3rJ :まで
については 、

一一一ー 'ー一一一一

HI 300111 

阪
神
大
震
災
の
影
響
で

神
戸
を
中
心
に
道
路
の
通

一

行
の
禁
止

・

制
限
を
し
て

一

い
ま
す

。
一

被
災
者
救
援
物
資
や
、

一

災
害
復
旧
資
材

・

搬
入
を

一

ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
、

一

被
災
地
へ
の

一
般
車
両
の

一

乗
り
入
れ
は
御
遠
慮
下
さ

一

戸
い市
川
直
恒

士山~

寄

付

篤重
信
町
社
全
福
制
協
議
会
に
次

の
万
か

あ
り
全

一
封
を
寄

付
ド
さ
い

ま
し
た

。

誠
さ
ん

均
さ
ん

一
一切
さ
ん

文
国
立
一C
ん

LLJ Pf� .t l二 午

乙
内情1 ì長1I ì長11

キ IJ 11ト 葛葛
EH ノド l東原



一
一月
三
日
の
節
分
の
日
、
双
葉

保
育
所
で
恒
例
の
豆
ま
き
が
行
わ

/
・
れ
ま
し
た

0

9勺

節
分
の
由
来
を
聞
い
た
後
、
年

、
『
A

ノト
ー

の
数
だ
け

一立
を
食

べ
て

、

一
年
の

'-.,
, 

Z

健
康
と
幸
せ
を
師
、
い
ま
し
た

。

ぺ

手
作
リ
の
お

耐
を
頑
に
、
保
一
時
さ

〉
ゅ
ん
扮
す
る
鬼
と
豆
ま
き
を

し
、
風
邪

U
を
吹
き
飛
ば
し
そ
う
な
勢
い
で
元

半
、
気
よ
く
園
庭
を
走
リ
阿
る
子
供
達
。

ア

こ
の

豆
ま
き
の
行
事
は
、
自
分

は

の
心
の
弱
さ
に
負
け
な
い
よ
う
勇

4
』

l
h
'

気
と
力
を
脊
ん

お

?
、
:
3
i

っ
し

t

j
L
L

も
あ
る
そ
う
で

す
。

一
一月
十
四
日

、
南
吉
井
保
育
所

で
「
老
人
と
子
ど
も
の
お
ゅ
う
ぎ

か
い
L

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々

三

ト
ム
ハ
名
と
保
育
所
の
子
供
述
六
十

名
が
い
っ
し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
ぺ
」

ご
主

人

の
方
の
伊
子
万

ar
と
，

ナ
供

て

述
の
獅

f
m

い
や
劇
と
を
披
露
し

ヰC
1
6川

あ

っ

た
り
と
、

拍
子
と
笑
い
の

小

4

a→
-

一

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

芥
九

し
た

。

ま

昼
食
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
後
、

ご
老
人
の
方
々
は
、
子
供
述
の
「
ま

た
来
て
ね

HH
」

の
言
葉
に
送
ら
れ

て
、
楽
し
い
お
ゅ
う
ぎ
か
い
を
終

え
ま
し
た

。

1 15 ・τ、ιけn.s-J

名

今
年
の
少
年
式
は
「
で
き
る
だお

け
生
徒
の
手
で
」
を
合

一
一
一
一

口
H楽
に
、

3

卜

二
日

中

旬
か
ら
実
行
委
員
が

中

心
と
な
っ
て
計
画
を
立
て
、
運
常

式

さ
れ
て
き
た

。

年

時
聞
が
過
ぎ
る

少
し
い
日
々
が
続
い
た
。
実
行
委
員

の
は
早
く
、
こ

で
の
中
か
ら
は
、
あ
せ
リ
も
聞
か
れ

月
四
日
は
迫

つ

校
た
。

し
か
し
、
練
宵
を
重
ね
て
い

て
く
る
の
に
な

尚
子く
う
ち
に
、

彼
ら
の

熱
意
が

二
年

か
な
か

前
へ
進

中
生
全
体
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た

。

め
ず
、
も
ど
か

信

ま
た
、

一
月

三
十
日

の
ボ
ラ
ン

重
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
全
員
が
内
分

れ
身

の
怠
志
で
、
株
々
な
出
動

を

日

実
践
し
た

。

学
校
や
公
共
施
設
の

4

清
掃
、
福
祉
施
設
へ
の
訪

問
。
と

H
凡
て
L
尖
、
い
日
で
あ
っ
た
が
、
身
体

っ
“
よ
り
も
心
が
温
ま
っ
た
に
ち
が
い

六
合
L

。

人J
H

を

一
つ
の
節
目
と
し
、
山
H

分
自
身
を
見

つ
め
、
そ
し
て
む
い

無
限
の
-叶
能
性
と
制
造
性
を
求
め

て
、

一
人

一
人
が
確
実
な

一
歩
を

踏
み
出
し
て
欲
し
い

。

(
市
中

教
凶
、
・

背
肝
邦
彦
)

し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
体
育

館
の
中
、
少
年
式
実
行
委
口
貝
の
口

か
ら
は
、
両
親
へ
、
そ
し
て
生
ま

れ
育
っ

た
郷
土
重
信
へ
の
感
謝
の

一
一
一
一

口
葉
が
あ
ふ
れ
で
る

。

そ
し
て
、

二
年
供
三
百

二
十

三
名
の
ぞ
一
日
い
の

式

葉
が
就
く
。
全
員
の
顔
つ
き
が
、

昨
円
ま
で
と
は
少
し
違

っ
て
兄
え

フ
Q
。

版
一九13マ イ r

J
九
九
つ

私
達
の
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を

も
た
》
り
し
た
あ
の
阪
神
大
震
災
か

ら
一
γ

川

以
上
が
過
き
ま
す

。

連
H

、
新
聞

・

テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
る
被
災
地
の
惨
状
を
見
る
た

び
、
そ
の
想
像
を
絶
す
る
現
場
の

す
さ
ま
じ
さ
に
は
本
刈
に
息
を
の

む
ば
か
り
で
す

。
と

り
わ
け

、

子

供
に
関
す
る
ニ

ュ
ー
ス
は

同
じ
子

供
を
持
つ
親
と
し
て
心
が
悩
み
ま

寸
，

私
達
は
、
災

害
や
事
故
が

起
こ

っ

た
時
だ
け
大
騒
ぎ
す
る
の
で
は

な
く
、
大
き
な
犠
牲
を
払

っ

た
今

削
の

地
震
の
教
訓
を
牛
か
し
、
こ

れ
か
ら
一
人

一
人
が
労
力
し

な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
桶
感
し
ま

し
た

。
日
差
し
も
だ
い
ぶ
ん
明
る
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
被
災
地
と
も

っ

た
町
に
も
崎
か
い
本
内
の
春
が

来
る
こ
と
を

心
よ
り
折
っ
て
い
ま

す
。

広報の早期配付にご協力下さい。型A



月 日 11 事 名 時間 場所

7 (火) 町県民税申告相談(下林) 9:00-15:00 農協拝志支所
8 (:制 凹Tl農民税申告相談(上林・上村) 9:00-15:00 農協拝志支所

9 (桐
行正文心配ごと相談戸庁 13:00-15:00 役場2階第 l全議室
健康つí( リ料理講習会(カルシウム食)

ーーーーー ー『ーー ー輔 .

南野田公民館10:00-12:30 

1 0幽 不燃物匝I ~又日

ll (土) 役場 l!fI rr 日
12(日) 当 ~ I室 岡野内科クリニック 重信町 LIニ j拘IJ H64-2200 

15tね
乳児健康診査

13:30-14:30 IHJ 民 会 館
(H6it二5 月 ・ 8 月 ・ 11 月生まれの者)

3 l 才6ヵ月児健康診査
16(村

(H5年7 月 . 8月生まれの者)
13:30-14:30 PIT 民 会 館

病気日IJ健康教室⑥

17(剣 重信中学校卒業式
下二ど 1) 教室 r 13jõ二 15j� [PIY-îì- 全 面

18(:fj 役場開庁日

19(日) 当番医 藤石病院 重信田r;昔、津川 H64-1234 

20(月) おとしより健康相談室 要予約 14 :00- 16:00 役場保健婦室

2 1(刈
わt 1:1のためごみ収集休みます。 24 日幽に出して下さい。

tl番 |英 国立療養所愛緩病院 重信町横河原 H64-2411 

月 23(ね 弘重、E信F一幼子:稚u園m、主}北f吉-井-幼ー稚ー 園一修_ l了13式:00 三 !5:oQ l rむ型店員l '今鞍
24(~) 病気月 IJ健康教室⑦

ムィ"X然物色1 ~5I. 日
ー ー - -----守 ・・ 骨 ・ーー ーーーーー ー ーー- --司・ーーー ーー・ーー ーー ーーー・--- - -- --- -

25 (士) 役場開庁日

各小学校卒業式、修了式 ・重信中学校修了式

26(1I) :!i番医山本内干1 川内町北方 H66-2066 

27(月) 健康相談(各地区)29 日まで

30(ね
3種(2:f重)混合予防接種

14:00-14:30 開]民 会 館(出:71 1111~12F131 11 生まれ桂び)
6-l' 湖町 I ~JI' 11 ~JI .li持障すt

1 (土j 役士易問 Ji~ 日

2 (1:1) 当番医店内病院 松山市北梅本町 H75-0091 

8 (士) 役場開fr 日

9 (日) 当語干医 中川外科 ・ 内科 松山市南梅本町 H76-�811 

不燃:物削収日

忌どL ，川
10(f-J) リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館

各小学校入学式
-----ーーーーーー ーーーー ーー・守 ー ー ーーーーー・ ーー ーー ー ーーーーーー 骨骨 - - ー ーーーー ーーーーー-

重信中学校入学式

1 1(刈 重信幼稚悶 ・ 北吉井幼稚園入国式

13(村 行政心配ごと相談所 13: 00-15: 00 役場1階事l会議室

4 1 15(土) 役場開庁日

16(1:1) 
出番|表 四 4又箆形外科 重信町問窪 岱64 - 1611

第 38回町民大運動会

礼児健康診査
13:30-14:30 I!l T 民 会館

印刷 H6年6月 . 9 月・ 12月生まれの者
・-- ーーー ーー ・ ー ー ーー ー ーー ー ー ーー 骨 ー ・， ーーーーー ーーー ーーー ー ー ---ーー ー ーーー ー ー

人権相談所 10:00-15:00 重信町役場

22(:1:) 役場r.tlfFEI 
231日j 11 苦手 |天 愛媛十全|主療学院附属病院 川内町南方 H66-5011 

)'] 
24(Jl) 健}Jど康じ相ょ談1) 色(各J~t地柏区;主)主26一日一 重ま手で記[Iúõ二 Î6;ÕÕ[f立境保由同孟
25(刈 ィー燃物 I口 I~)/_ 日

心配ご と相談戸庁 13:00-15:00 í~JM2階事 l全議室
ー - -- ー --ーー ーーーー-- ーー--- - - ーーーー ー ーーーーーー ー

2 7(村 自IE1L食 t学級
13:30 -15: 00 町民会館

H6年 1 2 月 ・ H 7年 1月生まれの者

28(剣
iJ:l大ごみ阿 ~X 日
ー1) ン，ど 1) 教量 一 一 一一一一 --- [ i i3Õ二 i5jÕ[Pl j 民会 - fl'l~ 

f生場 |羽 11" 日

29(土J 祝[:，1 ですが、ごみ戸l収します3
当番|宏 西野医院 重{吉町横河原 H64-2152 

30(1:1) 当番医 泉内科 川内町南方 H66-2226 

JZEιけれふ:・ 16 ・

戸
籍
の
窓

二
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

上志牛 北 志 北横志見 住

i家 野津野 !j京可 i章奈
林川 j拘j 回川田 川 良 所

八清紙牧古高大小辛日口
保木*崎 田見上原

建 宏 敏政謙 |英博彦克箸一 議

雄典博範 二 吾基 正 者

塁手If. ゆ校 i羊千明彩 出

乃文薫三 子 介智意加l 生!尼
111111 1 11  生

年月
13 11 11 10 10 7 7 6 2 日

よ|ニ 回横山樋牛牛志北横 イ主
河之 津野 j可

j剃窪 j頃内口洲抑l 川田原 所

高阿 i召平日大中大平木水
保

市蘇田田野↑岡専森山問 村口 護
伊 晋政 政紀夫 英 一 者11券織剛也 彦富一 明也

支芽真匠通告日主主有悠 出
盆三

也伊結 絵ね希怖 1尼

2111111 1 11 筆

2 27 25 24 24 22 19 17 15 131 ~ 

田 山上下凶 志下樋下志志上志田 住
之 i宰 i宰 ì! �! 

窪 内林林阿 川 林口林川 川 村 川 窪 所

水 illl'森高娃卜中 RJ 平日越松山 青 i青海
氏岡部ヨ橋水矢ヲド日l 智代定太 内弁水稲

ヶ 4- シキ藤雄 43 有 7 康岩 7 名イ 子子 ミ寅二ョヱ 2息 子 明吉サ

102 57 86 86 93 22 86 93 71 68 88 91 95 88 
年
d寸』ヲ

2221111  1 1 1 1 111  事E
亡
σ〉

10 9 2 31 29 27 25 24 24 22 19 15 14 14 日

町民大運動会第38回

4月16日(日)
(雨天時は4月23日)

日寺日

重信中学校グラウンド

⑤791-02 重信町大字志津川 972番地 fr (0899)64 -200 1 (代表) 印刷四国電話印刷附

所場

企画商工課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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